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略語なし編略語なし編

Integrating the Healthcare Enterprise

入門入門

医療連携のための
情報統合化プロジェクト

標準規格標準規格
• HL7

• DICOM
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魚の魚のひれ＋泳法ひれ＋泳法

同じ構造のひれを使って、さまざ
まな泳ぎ方が存在する

ひれを定義し、標準的な使い方
（泳ぎ方）が示されれば、

　魚一年生にはありがたい

規格＋利用法規格＋利用法

いろいろな病院で共通に使える

　利用の仕方をいくつも作り、

　統合プロファイルとして定義

標準的な業務フローの分析

　例：予約患者受診→放射線検査
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病院情報
システム

放射線部門
システム

画像管理
システム

さまざまな場面でいろいろな情報がやり取りされる

HIS

RIS

PACS

業務シナリオを書く業務シナリオを書く

部門

レポート

撮影完了

患者情報

患者受付

検査オーダ

依頼科
医
による
画像検
査オーダー

画像保存

依頼科医師
による放射線
レポート参照

レポート
レポート保
管

ネットワークから
アクセス
可能なレポート
の保存

読影ワーク
ステーション

画像と患者情報の
放射線科医への
提示

画像保管
・管理

モダリティ

modality
worklist

検査情報リスト

画像検索
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HIS

RIS

PACS

機能単位（役割、アクタ）の抽出

部門：オーダ実施

レポート保管

患者登録

オーダー発行

画像保管・
管理

読影ワーク
ステーション

モダリティ

機能単位（役割、アクタ）の抽出

部門：オーダ実施

レポート保管

患者登録

オーダー発行

画像保管・
管理

読影ワーク
ステーション

モダリティ
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部門：オ
ーダ実施

レポート
保管

患者登録
ADT

オーダー発行
OP

画像保管
・管理

読影ワーク
ステーション

モダリティ

機能単位（アクタ）間のやり取り機能単位（アクタ）間のやり取り
（トランザクション）を決める（トランザクション）を決める

部門：オ
ーダ実施

レポート
保管

患者登録
ADT

オーダ
ー発行

OP

画像保管
・管理

読影ワーク
ステーション

モダリティ

機能単位（アクタ）間のやり取り機能単位（アクタ）間のやり取り
（トランザクション）を決める（トランザクション）を決める

撮影中撮影中撮影完了

患者情報

検査オーダ

画像保存

レポート

modality
worklist

検査情報リスト

画像検索

レポート

Transaction DiagramTransaction Diagram



6

部門：オ
ーダ実施

レポート
保管

患者登録
ADT

オーダ
ー発行

OP

画像保管
・管理

読影ワーク
ステーション

モダリティ

アクタの詳細を決めるアクタの詳細を決める

撮影中撮影中撮影完了

患者情報

検査オーダ

画像保存

レポート

modality
worklist

検査情報リスト

画像検索

レポート

実施状況の管理

オーダ生成

患者情報入力

収集の中止など

放　射　線　部　門時時
間間
のの
流流
れれ

相互作用図の作成相互作用図の作成
Interaction DiagramInteraction Diagram

部門：オーダ実施

OF
Order Filler

患者登録

ADT
オーダー発行

OP
Order Placer

画像保管・
管理

IM,IA
Image 

Archive

モダリティ

AM
Acquisition

Modality

収集の中止など

プロシージャの予約

画像保存

ワークリスト取得

オーダ発行

患者登録

オーダ生成

患者情報入力

トランザクションの時間展開トランザクションの時間展開
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統合プロファイル統合プロファイル

Integrating the Healthcare Enterprise 

共通業務モデルの確立共通業務モデルの確立
　　

テクニカルフレームワークテクニカルフレームワークの文書化の文書化

テクニカルフレームワークテクニカルフレームワーク
IHEIHE文書の作成文書の作成

HIMSS and RSNA

Integrating the Healthcare Enterprise

IHE Technical FrameworkIHE Technical Framework
Volume Ⅰ　Ⅱ　Ⅲ　Ⅳ

Ver. 5.5

インターネットに公開

業務シナリオごとにアクターとトランザクションを
定めたもの
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IHE IHE 放射線放射線 テクニカルフレームワーテクニカルフレームワー
クク

Rev 5.5   2003/11/20
Final Text Version 

vol. I: 統合プロファイル
vol. II: トランザクション
vol. III: トランザクション（続き）
vol. IV: 各国の拡張

IHE Technical FrameworkIHE Technical Framework

IHE IHE 統合プロファイル（画像検査部門）統合プロファイル（画像検査部門） 20042004--20052005

NM
画像
表示

患
者
情
報
の
整
合
性
確
保

放射線部門の情報へのアクセス

画像表示の
一貫性確保
ＣＰＩ

基本セキュリティ

エビデンス
文書

キー画像
ノート

画像および数
値を含む
レポート

グループ
プロシージャ
の表示

ポスト
プロセッ
シング
ワーク
フロー

レポー
ティング
ワーク
フロー

チャージ
ポスティ
ング

通常運用のワークフロー
（Scheduled Workflow）

　　　　可搬媒体

進捗情報
予約確定

PIR

PWF

CHG

CPI KIN
SIN
R

PGP

ARI

SEC

RWF

ED

SWF

PDI

NMI
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IHEIHE--JJ(IHE(IHEを日本に適合を日本に適合))の進め方の進め方

• IHEで採用された「使い方」が日本に適
合するか検討し国内拡張部分を策定

• どのような技術的手法を用いて拡張部
分をクリアするかの検討

• ユーザ・ベンダ向け説明会
• コネクタソン
• CyberRadでのデモ

www.jira-net.or.jp/ihe-j/slideshowより

異質な情報システムを含んで、
複雑で問題の多い処理を有する

医療機関側

ベンダの
技術

統合プロファイル

既存の規格を用いて
問題解決

IHE テクニカルフレーム
ワーク　

詳細なソリューション
ベンダによる
実際の製品への

実装

コネクタソンでの
接続テスト

専門学会などが、
IHEソリューションが
あることをデモ、
あるいは教育する

医療機関側はIHEを
RFPに含める

サイクル
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統合プロファイル

既存の規格を用いて
問題解決

IHE テクニカルフレーム
ワーク　

詳細なソリューション
ベンダによる
実際の製品への

実装

コネクタソンでの
接続テスト

専門学会などが、
IHEソリューションが
あることをデモ、
あるいは教育する

医療機関側はIHEを
RFPに含める

１つのソリューションと
次の問題を抱える
医療機関側

ベンダの
技術

サイクル

IHE委員会:
統合プロファイル

IHE委員会
DICOM/HL7で記述

IHEテクニカル
フレームワーク

ベンダが
各製品に
実装

コネクタソン

IHEソリューションを
デモ、教育

医療機関のRFP

サイクル

ベンダの
技術

異質な情報システムを含んで、
複雑で問題の多い処理を有する

医療機関側
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IHE委員会:
統合プロファイル

IHE委員会
DICOM/HL7で記述

IHEテクニカル
フレームワーク

ベンダが
各製品に
実装

コネクタソン

IHEソリューションを
デモ、教育

医療機関のRFP

サイクル

ベンダの
技術

異質な情報システムを含んで、
複雑で問題の多い処理を有する

医療機関側

ConnectConnect + Mar+ Marathonathon
システム接続試験会システム接続試験会

IHE-J ベンダー説明会（ワークショップ）
2003/９/12
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IHE-J コネクタソン 2004　2/16-18

IHEIHE--NANA
20022002

コネクタソンコネクタソン
の結果の結果

IHEIHE--NANA
20032003

コネクタソンコネクタソン
の結果の結果

7773705835システム数

3635313024参加ベンダ

20032002200120001999
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IHE-J 2003 コネクタソン
評価結果 一覧
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1 日本アグファ・ゲバルト㈱ ● ● ● ● ● ●

2 ㈱イービーエムジャパン ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

3 ㈱エイアンドティー ●

4 ㈱エイチ・アイ・シー ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

5 キヤノン㈱ ●

6 ㈱グッドマン ●

7 ㈱クライムメディカルシステムズ ● ● ● ● ●

8 コニカミノルタ エムジー㈱ ● ● ● ● ●

9 ㈱島津製作所 ● ●

10 ソニー㈱ ●

11 東芝メディカルシステムズ㈱ ● ● ● ●

12 ㈱東陽テクニカ ● ● ●

13 日本光電工業㈱ ● ●

14 日本電気㈱ ● ●

15 パイオニア㈱ ● ●

16 ㈱日立製作所 ●

17 ㈱日立メディコ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

18 富士通㈱ ● ● ● ● ● ● ●

19 富士フイルムメディカル㈱ ●

20 横河電機㈱ ●

注１： 評価を行った統合プロファイルは、SWF, PIR, CPI, SINRの放射線分野と、日本版臨床検査のLSWF-Jの４つである。
他の統合プロファイルについては、評価を行っていない。

注２： ＳＷＦにおけるEvidence Creatorの評価は行っていない
注３： PIRにおけるReport Managerの評価は行っていない

Laboratory
Scheduled
Workflow
(Japan)

Simple Image and Numeric
Report

Scheduled Workflow
(Japan)

Patient Information
Reconciliation

Consistent Presentation of
Images

4848323217171111
システム数

2323202017171111
参加ベンダ

20042004200320032002200220012001

統合宣言書

製品

ごとに
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IHE委員会:
統合プロファイル

IHE委員会
DICOM/HL7で記述

IHEテクニカル
フレームワーク

ベンダが
各製品に
実装

コネクタソン

IHEソリューションを
デモ、教育

医療機関のRFP

サイクル

ベンダの
技術

異質な情報システムを含んで、
複雑で問題の多い処理を有する

医療機関側

デモンストレーション
デモンストレーションベンダー２３社。

- J
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IHE委員会:
統合プロファイル

IHE委員会
DICOM/HL7で記述

IHEテクニカル
フレームワーク

ベンダが
各製品に
実装

コネクタソン

IHEソリューションを
デモ、教育

医療機関のRFP

サイクル

ベンダの
技術

１つのソリューションと
次の問題を抱える
医療機関側

IHEIHEーーJJの活動と期待される効果の活動と期待される効果

• IHE-Jは国内大多数の施設で共通利用可能なシス
テム連携モデルを検討・策定

• IHE-J採用システム間では統合プロファイルに必
要な連携が担保され使用調整が不要

• 結果的にIHE-J以外で実現すべき施設の特徴的な
運用（応用部分の拡張）に開発のリソースを注
力可能（より便利なシステムづくりへ）

• ユーザ・ベンダ間双方で明確な完成図を共有
• SWF・CPIというコース名だけで伝えられる簡易
性

• 基本部分は国際的に共通
www.jira-net.or.jp/ihe-j/slideshowより
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IHE 2004 IHE 2004 到達点と拡張のスコープ到達点と拡張のスコープ
80 を超える世界中のベンダ, 4 つのテクニカルフレームワーク文書

25 統合プロファイル, 毎年行われるコネクタソン,
世界中でのデモンストレーション

IHE
EHR（長期的）-

IHE
循環器

IHE
臨床検査

IHE
放射線

IHE
将来の領域

IHE
将来の領域

IHE
IT インフラ

-施設内

-施設間

１２の統合プロファイル

１つの統合プロファイル

７つの統合プロファイル

５つの統合プロファイル

Patient Identifier 
Cross-referencing 

for MPI

Map patient identifiers 
across independent 

identification domains

患者ID情報の
相互参照

相互に独立した領域に
亘る患者IDのマップ作成

Retrieve Information
for Display

Access a patient’s clinical 
information and documents in 
a format ready to be presented

to the requesting user

表示のための
情報取得

依頼者に提示できる
形式の患者の診療情報や
文書へのアクセス

ISO/TC215-DICOM、HL7

Synchronize multiple 
applications on a desktop to the 

same patient

Patient Synchronized 
Applications

ある患者に対するデスクトップ上の複
数のアプリケーションの同期を取る

アプリケーション間の
患者IDの連動

HL7CCOW、ActiveX、Web

Provide users a single name
and

centralized authentication 
process

across all systems

病院全体でのユーザ認証

ユーザに対して
単一の名前と
全システムに亘り
集中的に管理された
認証過程を提供

Kerberos、
HL7CCOW

ITITインフラ統合プロファイルインフラ統合プロファイル20042004--20052005

施設間での文書共有

患者の電子カルテとなる診療録
への施設をまたがった登録、配

信、アクセス

New

システム全体
での時間合
わせ

ネットワークシス
テムに亘る時間

の
整合と調整

NTP

監査証跡とノードの認
証

セキュア領域を設定するための集中し
たプライバシーの監査証跡とノード間

の認証

New

病院スタッフの台帳
従業員のアクセス情報

New

患者プロフィール情報問い
合わせ New
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テクニカルフレームワーク（テクニカルフレームワーク（20042004--20052005））

Radiology Technical Framework (Supplement)
2004-2005

Trial Implementation 

IT Infrastructure Technical 
Framework(Supplement)

2004-2005

Draft for Trial Implementation 

Radiology Technical Framework
Rev 5.5   2003/11/20

Final Text Version 

vol. 1: 統合プロファイル

vol. 2: トランザクション

vol. 3: トランザクション（続き）

vol. 4: 各国の拡張

Laboratory Technical Framework
Revision 0.9
October 15, 2003　Draft for Public Comment 

vol. 1 (LTF-1): 統合プロファイル
vol. 2 (LTF-2): トランザクション

IT Infrastructure Technical 
Framework
Revision 1.0　 Final Text Version 
August 5, 2003　

vol. 1 (ITI TF-1): 統合プロファイル
vol. 2 (ITI TF-2): トランザクション

Cardiology Technical Framework
Year1:2004-2005　
Revision 1.0　 Trial implementation

Vol.1  統合プロファイル
Vol.2  トランザクション


